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 要 旨  

 

目的：本稿では、アルコール消費に起因する疾病負荷として、人間開発指数（HDI）、社会人口統

計指数（SDI）、所得に対する国内総生産（GDP）の総合効果を考慮し、これらの変数が世界疾病

負担（GBD）にどのような影響を与えるかを測定し、結果に異なる視点をもたらすかを検証する。 

 

方法：2000 年から 2019 年の間の主にヨーロッパ、アジア、北米、南米、アフリカ、オーストラ

リア地域を含む 177 カ国以上のデータを分析した。パネル回帰手法を適用し、固定効果（Fixed 

Effect: EF）およびランダム効果（Random Effect: RE）推定を選択し、両推定のモデル選択には

ハウスマン検定を用いた。 

 

結果：アルコール消費（ワイン、ビール、蒸留酒、その他のアルコール）は、世界全体およびアフ

リカ大陸における世界疾病負担指数（GBD）と正の有意な関係を有していることが明らかとなっ

た。人間開発指数（HDI）は、すべての国において GBD に負の影響を与えていた。特に、アフ

リカ大陸では、HDI は GBD に負の影響を与えていた。また、社会人口指数（SDI）についても、

アフリカ大陸と世界全体で、GBD は有意に正、ヨーロッパでは有意に負の影響を及ぼしていた。 

 

結論：本調査結果は、HDI、SDI、所得の複合効果が大陸別および世界別の GBD に及ぼす影響を

分析し、 アルコール消費の影響を調査した最初の実証研究である。アルコール摂取やその他の変

数が GBDに与える影響の全体像を示すとともに、GBD を減らすために、これらの変数に対して

今後どのように取り組むべきかという示唆を与えている。  

 

 


